
蘇
纂
縦

大
園
門
鶴
住
職
の
４００
回
忌
法
要
で

桐
生
山
鳳
仙
寺

（桐
生

市
梅
田
町

一
丁
目
）
の
坪

井
良
廣
住
職

（能
）
が
９

月
２４
日
、
大
本
山
永
平
寺

（福
井
県
永
平
寺
町
、
福

山
諦
法
住
職
）
で
行
わ
れ

る
２０
世
４
０
０
回
忌
の
逮

夜
焼
香
師
を
つ
と
め
る
こ

大
本
山
永
平
寺
で
鳳
仙

寺
３
世

・
永
平
寺
躙
世
住

職
の
４
０
０
回
忌
法
要
が

営
ま
れ
る
。
通
夜
の
導
師

を
委
嘱
さ
れ
た
坪
丼
住
職

と
、
同
寺
に
残
る
置
文
、

委
嘱
状

（
鳳
仙
寺
で
）

と
に
な

っ
た
。
永
平
寺
２０

世
住
職
の
大
園
門
鶴
は
鳳

仙
寺
３
世
住
職
で
、
慶
長

３

（
１
５
９
８
）
年
に
永

平
寺
に
入

っ
た
こ
と
が
各

寺
に
伝
わ
る
文
書
か
ら
わ

か

っ
て
い
る
。
永
平
寺
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
坪
井
住

職
は

「た
い
へ
ん
名
誉
な

こ
と
。
決
は
１
０
０
年
後

で
し
ょ
う
か
ら
、
檀

（だ

ん
）
信
徒
の
み
な
さ
ま
も

バ
ス
２
台
で
参
列
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
と
語

っ
て
い
る
。

鳳
仙
寺
に
は
門
鶴

（
当

時
は
門
廓
）
が
慶
長
２
年

に
し
た
た
め
た

「
置
文
」

が
残

っ
て
い
る
。
寺
領
を

細
か
ぐ
記
し
た
上
で
最
後

に

「拙
僧
永
平
寺
へ
参
り

候
間
、
こ
の
こ
と
く
書
き

お
く
も
の
な
り
」
と
あ
る
。

「
永
平
寺
史
」
に
も

「門

鶴
の
永
平
寺
入
院
と
そ
の

活
動
」
の
項
が
あ
り
、
こ

の
置
文
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。同

書
に
よ
る
と
、
当
時

一
向

一
揆
に
よ

っ
て
焼
失

し
た
永
平
寺
の
運
営
は
、

関
東
の
諸
寺
院
の
力
に

よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い

た
。
次
の
住
職
は
関
東
の

長
老
を
迎
え
る
こ
と
に

し
、
領
主
も
承
知
、
鳳
仙

寺
の
住
職
が
赴
く
こ
と
に

な

っ
た
の
だ
。

門
鶴
は
慶
長
３
年
に
は

住
職
し
、
ま
ず
手
が
け
た

の
が
開
祖
道
元
禅
師
の
語

録
「永
平
廣
録
」
の
書
写
だ

′予り籾 生 タ イ ム ス 2014年 (平成26年)9月4日 本曜日

「た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
」

２４
日
檀
信
徒
も
バ
ス
２
台
で
参
列

■   素

落

覆

判

設

解

一
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
慶
長

７
年
に
は
道
元
禅
師
の
３

５
０
年
忌
を
迎
え
る
。
山

門
の
再
建
も
門
鶴
の
仕
事

と
な

っ
た
が
、
同
年
に
死

去
し
た
徳
川
四
天
王
の

一

人
、
井
伊
直
政
の
葬
儀
の

た
め
、
３０
人
の
僧
と
と
も

に
近
江
に
出
向
き
、
２‐
日

間
滞
在
し
て
法
要
を
行

っ

た
。
そ
の
布
施
も
再
建
費

用

に
あ

て
ら

れ

た

と

い

う
。
江
戸
開
府
は
そ
の
翌

年
だ
。

参
拝
は
早
朝
出
発

２５
日
に
帰
桐
予
定

鳳
仙
寺
は
豊
か
な
自
然

の
中
に
法
灯
を
守
り
、
現

住
職
は
Ｉ
世
。
大
本
山
永

平
寺
で
の
逮
夜
導
師
は
２

０
０
人
近
い
僧
侶
が
居
並

ぶ
中
で

の
大
役

で
、
「進

退
法

を
勉

強

し

な

け

れ

ば
」
と
は
ほ
笑
む
。
団
体

参
拝
は
９
月
２４
日
早
朝
に

出
発
し
翌
日
帰
桐
。
問
い

蛤
助
電
瞼
『

へ 寺
ｏ
（
電
３２

・
・
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